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愛媛県バドミントン協会会長

俊 成 薫

愛媛県バドミントン協会が昭和25年に創立されてから50年という歳月が過ぎました。

ここまでご指導いただいた諸先輩の皆様、そして陰日向となり協会を支えてこられた関係各位

の熱意とご協力に対し、深く敬意を表し、感謝の意を表する次第であります。

創立当初は、バドミントンに対する世間の認識も低く、競技スポーツとして認知されるまで

には多くの時間がかかりましたが、おかげさまで、現在では小学生、中学生、高校生さらには

一般社会人、家庭婦人と多くのバドミントン愛好者がふえ、着実に普及・発展をいたしている

ところであります。

このような中で、ジュニアやシニアにおいては、全国大会での優勝者や入賞者を輩出する

など、幅広い層での活躍が本県バドミントン界の特徴ではないかと思うのであります。

今後は、成年層の競技力向上に力を入れ、更なるレベルアップを図りたいと考えております。

また、全国の皆様のご協力をいただいて各種の全国大会を開催させていただきましたが、

レベルの高いプレーを間近に観戦させていただくことで、本県の競技力向上と普及が

図れましたことに対し、心から感謝申し上げます。

愛媛県バドミントン協会も、 50周年という節目を迎え、今まで以上に各種大会の成功と、

競技力の向上、さらに組織の強化を図りなから、愛好者の拡大に向け、協会役員一同心を

新たにして、鋭意努力をしていく所存でありますので、関係各位におかれましても今まで以上

のご支援、ご鞭燵のほどをお願い申し上げる次第であります。

最後になりましたが、記念誌発行にあたって貴重な原稿をお寄せいただいた方々、また

編集に携わられた協会関係者及び関係各位に心からお礼申し上げて、ごあいさつといたし

ます。
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P， 側日本バドミントン協会会長

桜 内 義 雄

愛媛県バドミントン協会が創立50周年を迎えられましたことは、 日本バドミントン界に

とって、大変喜ばしい限りであり、今回記念誌の発刊を見るにいたりましたことを、心から

お祝い申し上げます。

貴会が、半世紀の永きにわたり、バドミントン競技の競技力向上及び普及発展に精進され、

今日の成果を挙げられましたことに心から敬意を表します。

貴会は、この50年の歩みの中にあって、積極的に大会誘致に取り組まれ、昨年開催された

全日本実業団バドミントン選手権大会をはじめ各種の全国大会を成功なさしめた統率力には、

全国から注目が集まっているところであります。

また、日本バドミントン協会の発展は、都道府県バドミントン協会の充実がその礎となって

おりますが、幅広い層への普及により、本会の大きな支えとしての役割を果たされた多大の

努力と、積極的な熱意に対して、心より感謝申し上げます。

貴会には、 この記念すべき50周年を契機として、今後さらに底辺の拡大、組織の充実に

努められ、日本バドミントン界のリーダー的存在として、ますます発展されますことを祈念し、

お祝いの言葉といたします。
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愛媛県知事

加 守 行戸

愛媛県バドミントン協会設立50周年記念誌が発刊されますことを、心からお喜び

申し上げます。

貴協会におかれましては、戦後まもない昭和25年に設立されまして以来、県内愛好者及び

団体の中核として、バドミントンの普及、発展を図られるとともに、心身ともに健康で、

活力のある人間形成を目指して、各種大会の開催や、指導者の育成などに力を尽くされて

おります。

更に､ジュニアから社会人までの一貫した指導体制による強化策を展開されるなど、

本県スポーツの振興発展に多大の御貢献を賜っております。

ここに、関係者の皆様方の長年にわたる御努力に対しまして、深く敬意を表し、心から

感謝を申し上げます。

県におきましては、 「スポーツ立県えひめ」の実現を目指して、生涯スポーツの充実や

競技スポーツの振興に取り組んでおり、現在、 日本有数の規模を誇る新武道館の建設を進める

とともに、平成29年の本県での国体の開催に向けた準備を進めているところです。

どうか皆様方には、これを契機として、更に結束を強められ、本県スポーツの振興に一層の

お力添えを賜りますようお願い申し上げます。

終わりになりましたが、愛媛県バドミントン協会の限りない御発展と、会員の皆様方の

御健勝、御活躍を心から祈念申し上げまして、祝辞といたします。

－4－



祝 辞

‘

側愛媛県体育協会会長

大 亀 孝 裕

戸

輝かしい歩みを記された愛媛県バドミントン協会が、ここに創設50周年を迎えられました

ことを、心からお喜び申し上げます。

この間の、社会の変革は著しいものがあります。長く続いた経済成長にもストップが

かかり、今日の社会、経済状況はきわめて厳しいものがあります。

そんな中、人々の価値観も変わり、かつては「モーレッ」ぶりが注目されていましたが、

今では「健康ブーム」と言われるほど健康に寄せる関心が高まってまいりました。

スポーツは、自らの健康や体力を保持し、増進し、生活を豊かにするものであり、多くの人々

に親しまれております。

愛媛県バドミントン協会におかれましても、 「幼児から高齢者までが気軽にどこでも

いつでも出来ることをモットーに」今日まで発展しつづけていると聞き及んでおります。

特に、競技力向上はジュニアから育成しなければ全国に取り残されると協会関係者から声が

あがり、小・中。高・大学・一般と一貫指導体制を構築しその成果が出てきているところで

あります。

愛媛県体育協会では、社会人スポーツ推進協議会を立ち上げて優秀選手。指導者の雇用促進

に取り組んでいるところでありますが、共に協力を密にし競技力の向上に役立たせて頂ければ

幸いです。

記念誌発刊にあたり、御尽力された関係者に改めて敬意を表し、あわせて愛媛県バドミントン

協会の今後ますますの発展を心からお祈りして、お祝いの言葉といたします。
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第1章 愛媛県ノ ドミントン協会のあゆみ
、，
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第1章愛媛県バド ントン協会の歩み
、
、
『

1 バドミントンの歴史と愛媛県協会の発足

1820年にインドのボンベイ州にあるプーナという町でプーナゲームとして初めて行わ

れた。

その後、プーナゲームは英国の陸軍士官によって英国に伝えられ、英国でこのゲームが

初めて行われたのは1873年頃である。英国ではグロスター州の領主ポーフォート公爵が

このケームに熱心で、ゲームの名称も公爵の邸宅のある場所にちなんで「バドミントン」と

呼ばれるようになりました。

日本では、昭和5～6年頃から横浜のYMCAで取り上げられたことに始まり、

大阪YMCA、神戸YMCAに波及してゆく中、第2次世界大戦の渦中に巻き込まれてゆく

こととなる。

終戦後の昭和21年、日本バドミントン協会が創設され、昭和24年には日本体育協会に

加盟した。

愛媛県バドミントン協会は、昭和25年に会長上田亮二、理事長松岡吟氏を迎え設立

された。

昭和26年に東、中、南予で講習会を開催し、初めて接するバドミントンに魅せられた

社会人、高校生が中心となり、普及へと向かった。この講習会の後、昭和26年新居浜西、

松山商業、27年松山南、今治北、28年松山東、29年宇和とそれぞれの高等学校にバドミン

トン部が創設された。

特に新居浜西高顧問片上進、松山南高顧問森部光雄、今治北高加藤三男各氏のバドミント

ンに対する情熱は、高校生の育成に大きな影響を与えたと思われる。

一方社会人においては、家庭裁判所、地方裁判所、県庁、市役所あたりで行われていたの

が、今のバドミントン競技とはほど遠く、いわゆる「羽根つき」程度のものであった。その

後愛媛大学、丸善石油（現コスモ石油)、住友金属鉱山別子、住友化学菊本、住友化学新居浜

にバドミントン部が創設され、その後クラレ西条にも部が創設され、実業団の全盛期を迎え

ることとなる。

昭和31年には第1回愛媛県実業団選手権大会を開催し、実業団連盟の発足の因を

作った。

当時協会運営はこの実業団連盟関係者を、中心に行われてゆき、昭和38年には四国四県に

呼びかけ､第1回四国実業団選手権大会を高松市で開催し､愛媛大学､丸善石油の本県同士の

決勝対決となり、愛媛大学が栄えある第1回優勝を飾った。

一方、この実業団とは別に高等学校、大学にも次々にバドミントン部が設立され、さらに

クラブ連盟の設立等普及の基盤は確立されていった。ただ、その一方で頂点のレベルアップ

ができない現状が続いた。協会関係者はこの問題の解消方法を模索し、たどり着いた結論が

ジュニアの育成である。小さい子供達にバドミントンを覚えてもらうには、まずお母さん方
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口
にバドミントンを普及し、その練習についてきた子供たちが見よう見まねでラケットで

遊ぶ、そこからジュニアの育成をはじめようという発想である。積極的にお母さん方にバド

ミントンのPRに務めた結果、バドミントンの楽しさに魅せられ、多くのお母さんたちが

バドミントンを楽しんでくれるようになり、昭和53年に家庭婦人連盟（現レデイース連盟）

が設立された。その後平成2年には教職員連盟、そして平成8年に待望のジュニア連盟

(平成12年小学生連盟に名称変更）の設立をみることとなる。数多くの県内大会を開催する

一方で強化合宿も度々行っている。また、全国大会にも選手を派遣し、平成12年には第1回

全国小学生ABCバドミントン大会では女子Cクラスで大條祐佳李（中萩JBC)が優勝、翌年

の第2回同大会では女子Cクラスで倉本実歩（大生院JBC)が準優勝を果たした。

小学生連盟設立から7年を経過した平成14年四国高校総合体育大会で男子団体「新田

高校｣、女子団体「新居浜東高校｣、男子個人戦単「高岡聖｣、複「高岡聖・立田勇太｣、女子

個人戦単「大條亜津紗｣、複「大條亜津紗･井上亜沙美」がそれぞれ優勝し、完全優勝を成し

遂げた。これまで1種目優勝が難しかったことを考えると、たいへんな快挙といえる。
また、その年のインターハイでは両高校が全国ベスト16に進出し、個人戦でも高岡聖、大
條亜津紗が単でベスト16の成績を残した｡県内大会でも高校、中学生選手が一般選手を破
り優勝、あるいは上位入賞を果たすようになった。一般選手のレベルも上がっているなか、
ジュニアの強化が確実に実を結んでいる結果である。ただ、これらの県内優秀選手の高校あ
るいは大学進学時の県外流出問題、さらにUターン時の県内企業の受入先等解決すべき課題
が残されている。

－8－
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歴代会長・副会長・理事長

(1)会 長

(2)副会長 (3)理事長

ト
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昭和25年～昭和27年
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昭和37年～昭和38年

昭和39年～昭和44年

昭和45年～昭和55年

昭和56年～平成2年

平成3年～平成12年

平成13年～現 在
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県内開催の主な全国大会
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年 代 大 会 名 場 所

1964年(昭和39年） 第14回全日本実業団バドミントン選手権大会 松山市

1972年(昭和47年） 第23回全日本学生バドミントン選手権大会

第21回全日本学生バドミントン東西対抗競技会

松山市

1980年(昭和55年） 第30回全日本実業団バドミントン選手権大会 新居浜市

1981年(昭和56年） 第5回全日本高等専門学校バドミントン選手権大会 新居浜市

1982年(昭和57年） 第4回バドミントン日本リーグ 新居浜市

1983年(昭和58年） 第5回バドミントン日本リ ー グ 松山市

1986年(昭和61年） 第3回全日本シニアバドミントン選手権大会 松山市

1987年(昭和62年） 第9回バドミントン日本リーグ 今治市

1987年(昭和62年） 第12回日中バドミントン競技大会 新居浜市

1989年(平成元年） 第2回全日本スポーツレクリエーション大会 松山市

1989年(平成元年） 第13回全日本高等専門学校バドミントン選手権大会 新居浜市

1990年(平成2年） 第12回バドミントン曰本リーグ 松山市

1991年(平成3年）

1992年(平成4年）

1996年(平成8年）

本混合複 選手権大＝第1回全日 バドミントン △

I

第11回日韓バドミントン競技大会

第13回全日本シニアバドミントン選手権大会

西条市

新居浜市

松山市

1998年(平成10年） 第37回全日本教職員バドミントン選手権大会 松山市

1998年(平成10年） 全国中学校バドミントン選手権大会 新居浜市

2001年(平成13年） 第51回全日本実業団バドミントン選手権大会 松山市
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第2章各市町村バドミントン協会のあゆみ

1松山市のバドミントン

松山市バドミントン協会理事長

松野木 聡

昭和25年、当時愛媛県教育委員会指導主事であった田辺義治により紹介されたのが松山
市におけるバドミントンの始まりである。

昭和28年、四国で開催された国民体育大会を契機に市議会議員中西月竜が会長になり、理

事長に家庭裁判所の西本義彦が就任し、松山市バドミントン協会が設立され、松山市体育協
会に加盟した。

市協会は県協会と並行して事業を行うために、会長・理事長などの役員は県協会の役員が

兼任した。当時、市内でバドミントンが行われていたのは、一般では家庭裁判所・地方裁判

所・県庁・市役所などであり、高校では、松山商業高校･松山南高・松山東高の3校だけであ

った。各高校ともすぐにクラブとして認められず、 1～2年間はバドミントン同好会とし

て、校舎と校舎の間に紐を張り、練習をしていた程度であった。

｜
｜

’

｜

’

国際・全日本大会の開催

昭和28年協会設立後から、市内の職場でも少しずつバドミントンが行われ、特に愛媛大

学・丸善石油（現コスモ石油）にバドミントン部が創設され、一方では、各高校からバドミ

ントン経験者が卒業し、職場･大学へとバドミントンの競技人口が少しずつ広がっていった。

昭和39年国際バドミントン大会が済美高校体育館で行われ、デンマーク選手のレシーブ

カとスマッシュの早さ、特にコップス選手のバックスマッシュには驚かされた。

昭和40年には全国大会としては初めての全日本実業団大会が開催され、多くのバドミン

トン関係者が大会運営に当たり、無事終了することができた。その後日本リーグ・全日本シ

ニア大会をそれぞれ2回、更に全国スポレク大会･全日本教職員大会をはじめ、平成13年に

は2回目の全日本実業団大会を開催したのは記憶に新しいところである。また平成16年度に

は全国高校選抜大会が、平成19年度には全日本レディース大会が開催される予定であり、ビ

ッグイベントの松山開催も耳慣れたものになった感がある。

’

松山市民バドミントン大会開催

昭和53年、初めて松山市民を対象にしたバドミントン大会が、約100名の参加を得て行わ

れた。同56年には13年間会長としてバドミントンの普及に尽力した俊成薫が勇退し、後任

には市議会議員中西智が、また理事長には三好勝利が就任、20名の理事による新体制がつく

られた。

市協会主催の大会はこの年から始まり現在も継続されている。まず5月に団体対抗大会

(平成14年度現在で22回)、9月にダブルス大会（平成14年度現在で23回)、 11月に市民大

－15－
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会（平成14年度現在で25回：主管大会)、3月に混合団体大会（平成14年度現在で22回：

旧校区対抗）と続いている。更に新しいところでは8月にジュニア大会（平成14年度現在で

11回）を設け、続けて実施しているジュニア強化練習（平成14年度現在で12回）と共にジ

ュニア育成に取り組んでいる。

以上大会は年5回を数え、延べ出場選手は1,850人に上っており、現在使用している松山

市総合コミュニティーセンター体育館（コート数12面）では、試合を消化できず、ポイント

制限をしなければならない状態が続いている。また平成15年度からは、主に中四国のジュ

ニアを対象としたジュニアオープン大会を実施する予定である。

発展するバドミントン

近年愛媛県においてはジュニアの発展に目覚しいものがあり、中学或は高校卒業後に全国

の強豪校に引き抜かれるケースが増えてきている。少し前までは見向きもされなかった愛媛
のバドミントンが、この様に注目され始めたのは大変嬉しいことではあるが、逆に優秀な選

手が愛媛に集まるように更なる努力が必要である。ただ、これは新居浜市の話である。松山
市においても松山JBC・東雲BSS・坂本JBCと3チームのジュニアサークルが活動している
が、スタートで新居浜市に遅れをとったためその差はやむを得ない。早く新居浜市に追いつ
き、追い越してほしい。ただ創部10数年とまだ若い新田高校バドミントン部が、福岡俊作監
督の後を引き継いだ出井康貴に徳永督を加え、2名体制で厳しい指導を続けており、平成'4
年度には四国高校総体3冠独占.国体四国ブロック予選少年の部優勝･全国高校選抜大会出場
など輝かしい成績を挙げており、頼もしい存在である。

終わり に

思えば昭和20年代半ば､県教委の田辺義治によって紹介されたバドミントンが、松山家庭
裁判所の中庭で初代理事長となる西本義彦を中心とした仲間たちによって産声を上げ、50余
年を経た現在､約600人の競技者が、また大会に出場しないものも含めると1,000人を超す
愛好者がいると思われ、練習場の確保が困難な状態を考えると隔世の感がある。
2年前だったか、祝谷にあるくテル病院に西本氏を訪ねた。看護婦さんは「かなり記憶が
薄れており、精神的に不安定ですよ｡」と心配されたが、とにかく会ってみた。西本氏は車椅
子に座っており、こじんまりとしていた。耳が遠いため耳元で大きな声を出して話をした
が、廊下でお会いしたため大勢の人がこちらを見た。「西本さん。松山家庭裁判所でのバド
ミントンの練習の様子などを話してください。……」彼はしばらく遠くを見つめるような表
情をしていたが、やおら「もう忘れてしもた・村前に聞いてくれ｡」と言った。忘れてはいな
い。村前とは松山家庭裁判所で一緒にバドミントンを練習していた仲間の村前定則である。
近くで看護婦さん達が心配そうに見守っている。話を終え、お礼を言ったついでに「西本さ
んは、愛媛県で最初に競技バドミントンを始めた人で、第1号の国体選手ですよ｡」と看護婦

さんに教えたら、「えっ！」と言ったまま立ち尽くしていた。
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村前氏は松山市末広町に在住で、第1回愛媛県バドミントン選手権大会優勝の賞状を持っ

ておられたが、平成14年に亡くなられた。

次の50年はどのようになるのであろうか。競技人口は？成績は？全国大会の誘致は？

興味尽きないところである。まずは松山市バドミントン協会が更に発展し、100周年を迎え

られるよう、期待してやまない。

松山市バドミントン協会歴代役員 現 役 貝

－17－
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2新居浜バドミントン史

新居浜市バドミントン協会理事長

浜 中 彰

(1)黎明期（昭和26年～昭和29年）

愛媛県バドミントン協会(昭和26年3月6日結成､上田亮三会長)･県教育委員会が共催し、

西日本バドミントン協会理事長斎藤実氏と関西選手権ホルダー原恵二氏を招いて、昭和

26年6月5日に宇和島市､6日に松山東雲高校講堂、7月に新居浜西高講堂でバドミントン教

室が開催された。 （愛媛新聞昭和26年6月7日から）

新居浜西高講堂では午後3時から西高生と地域の社会人若干名が集まり行なわれた。

その後、講習会でバドミントンに取り付かれた学生たちが当時の新居浜西高体育教官・片上

進氏（現新居浜市バドミントン協会名誉会長）の周りに集まり新居浜西高バドミントン部を

結成した。松山南高などではすでにバドミントンは行なわれていたようだが（愛媛新聞
昭和26年6月4日から)、正式に部活として誕生したのは県下第1号であった。

同年9月30日に開催された国体予選では、高校生男子の部で重松武（松南)、山口淳
（新西)、前野敏彦（新西）が、高校女子の部では寺岡久美子、笠井みつる、明星信子（すべ
て新西）が代表となっている。一般男子は藤田早雄、加藤三男（以上今北教)、西本義彦
（家裁）が代表となっている。 （愛媛新聞昭和26年10月2日から）

さらに同年11月に開催された愛媛スポーツ祭では高校生･社会人の区別なくトーナメント

が行われ､男子単では山口淳(新西)が村前(家裁）と決勝を行い準優勝に輝いた。女子は単複
とも新居浜西高が上位を独占した。出場高校には松山南、今治西、新居浜西の3校があった。
昭和27年の県スポーツ祭では松山南、松山東、松山商業、宇和、今治北、今治南、新居浜
西の7校と急に参加高が増え、新居浜西が男女とも個人戦でベスト4に進出できなかった。
これは1年間でレベルが上がったと解釈していいのだろうか。

このように昭和26年、27年のわずか1年あまりで高校でのバドミントンの普及とレベル
アップは著しいものがあったと思える。その先陣を切ったのが新居浜西高であったことは愛
媛の歴史に刻んでおこう。

(2)実業団全盛期（昭和30年～昭和46年）

昭和30年代初頭から新しい流れが見え始めた。松山の丸善石油、新居浜の住友金属鉱山
別子鉱業所、住友化学菊本、住友化学新居浜と相次いで県内の大企業にバドミントン部が誕
生したのである。実業団時代の到来である。

新居浜では住友金属鉱山別子鉱業所が最初の実業団チームであった。新居浜市惣開町
3番地の鉱山記念講堂にて約10名ほどが週1回の定期練習を始めた。当時、新居浜市出身で
法政大学にて競技経験のある藤田恵弘氏（香川相互銀行）が、新居浜西高の指導を行なって
おり、その高度な技術を学ぼうと、実業団の部員が西高へ足を運んでいたといわれている。

（藤田恵弘談より）その後まもなく、住友化学菊本製造所と新居浜製造所に実業団チームがで
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き、記念講堂で合同練習を行うようになった。

住友金属鉱山は、昭和32年8月岐阜市で開催された第7回全日本実業団選手権大会に

監督：山本元旦、選手：伊藤和代、寺沢晴代、本藤俊子、西原小夜子で構成した女子チーム

を参加させている。これが新居浜の実業団で初めて全国大会に参加したチームである。男子

は、昭和33年第2回実業団選手権において初出場ながら見事県制覇を果たしている。さら

に､、続く昭和34年第3回県実業団選手権においてこの大会から初出場の住友化学が全勝優

勝を成し遂げ、新居浜のレベルの高さを印象付ける結果となった。その年、善通寺市で開催

された第9回全国実業団選手権大会には、県代表として後述の新居浜市の男子3チームが初

参加している。

〈住友化学新居浜〉監督平井純

選手 平井純、大島宗紀、豊島進、矢野晃、福井久男、奥田義雄、近藤忠徳

く住友化学菊本〉監督野崎義之

選手 越智勤也、三苫孝一、玉井保孝、高橋義人、佐伯伝、和田伸一、安藤弘

く住友金属鉱山〉監督尾崎舜朗

選手 尾崎舜朗、須藤晃一、川上達久、冨加見正、小野光宏

県内の他チームを抑えての全国大会出場は、部を結成してすぐにできるものではない。こ

こに至るまでの企業の物心両面の援助と、恵まれない練習環境にもめげず厳しい練習を続け

た部員たちの努力によって成しえたものなのである。

昭和34年以降、住友化学菊本と住友化学新居浜は全国実業団選手権に連続して出場して

いるが、最初の数年は、苦汁を嘗めさされていた。全国のレベルの高さをいやというほど味

わわされたことは、更なる練習の励みになっていったのである。

そして昭和39年度、松山市で開催された第14回全日本実業団で、地元の利も手伝って

やっと初の入賞者を出した。30歳代複3位の福井久男・神野恒信（住友化学新居浜）と

40歳代単2位の安藤八郎（住友化学）であった。それ以降新居浜の実業団には栄光の歴史が

次々と加わっていった。

〈昭和40年度〉 北九州大会

30歳代複4位福井久男・津吉哲郎（新居浜）

40歳代単2位越智勤也（菊本）

4位安藤八郎（菊本）

40歳代複2位越智勤也・安藤八郎（菊本）

〈昭和41年度〉 大阪大会

30歳代単4位三苫孝一（菊本）

40歳代単4位安藤八郎（菊本）

〈昭和42年度〉 勝山大会

30歳代単3位三苫孝一（菊本）

40歳代複3位越智勤也。安藤八郎（菊本）
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40歳代単優勝越智勤也（菊本）

〈昭和43年度〉 諌早大会

40歳代複3位越智勤也・松本貞夫（菊本）

〈昭和必年度〉 釜石大会

40歳代複3位安藤八郎・福井久男（新居浜）

〈昭和45年度〉 高松大会

40歳代単2位千葉重信（菊本）

3位越智勤也（菊本）

40歳代複3位越智勤也・千葉重信（菊本）

〈昭和46年度〉 鹿児島大会

30歳代複3位三苫孝一・千葉重信（菊本）

そして、昭和56年新居浜の実業団チームが解散するまで約25年間、歴史は続いたことに

なる。しかし、実業団の功績はただ単に大会結果にとどまらなかった。優秀な人材を輩出し

てきたのである。長年事務局を務めた越智勤也氏は片上進会長を支えて地域のバドミントン

普及に貢献し、かつ後進の指導に尽力した。あとを引き継いだ安藤八郎氏も同様であった。

そして、昭和51年組織編成後初代理事長となった福井久男氏もやはり実業団出身者であり、

平成元年まで底辺の拡大に尽力した。その他多数の実業団出身者が今なお協会運営、

地域サークルの指導において活躍している。実に実業団の影響力は現在も続いているので
ある。

実業団の華々しい活躍と期を同じくして地道な活動をしていたグループがあった。愛媛

大学工学部職員である。30年台から学内の2面の体育館で昼休みを利用して高橋博計、白石
邦夫、真鍋隆則、梅木哲郎の各氏らが中心になり20名ほどでプレーを楽しんでいた。昭和
37年新居浜高専開校､昭和39年工学部松山移転などでそれ以降は大半が高専職員となった。
工学部と共に松山に移った中には後に県協会で活躍する新名静夫氏（現県バドミントン協会
副会長）がいた。40年台に入り、このサークルからは中江重樹氏（現県バドミントン協会副
理事長）が育ち、さらに学生時代からから競技実績のある平木弘一氏（現市バドミントン協
会審判部長）も加わった。

(3)普及第一波（昭和45年～昭和51年）

昭和45年第1回市民体育祭が開催され、男女の区別なく一般の部として新居浜、金子、
高津、神郷、浮島、泉川、角野、中萩の8校区の参加が記録されている。ところが、
昭和49年の第5回大会では、男子14校区、女子13校区の参加と飛躍的に伸びている。
「スポーツの盛んな町」をスローガンに始まった市民体育祭だけに、行政があらゆる種目の
普及に対して力を入れていた時期だった。その行政の呼び掛けに応じられる優秀な指導者が
多数育っていたことが、上述のような爆発的な普及に繋がったのではないかと分析して

いる。当時各校区の小中学校体育館。講堂で行ったバドミントン教室「スポーツ健康教室」
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は、次々と愛好者を増やしていき、ほとんどの校区にサークルができるまでになったので

ある。主な指導者に中江重樹､越智勤也､三苫孝一､福井久男､佐薙勲､安藤八郎､千葉重信、

平木弘一などの各氏がいた。

また、家庭婦人もこの頃に普及したと伝えられている。昭和42年住友化学体育館、

昭和47年住友重機体育館と相次いで企業の体育館が落成した。まずは、住友化学体育館で

社員の奥さんたちが現在のグリーンクラブを結成した。これが家庭婦人チームの始まりで

ある。その後企業の体育館を利用した家庭婦人サークルが次々と誕生し、また同時に、

スポーツ健康教室出身の家庭婦人も校区サークルで活動をはじめた。昭和48年新居浜市

バドミントン協会が主催し、第1回新居浜市婦人バドミントン大会が開催された。これが

県下最初の家庭婦人大会であり、新居浜は家庭婦人においては先駆者的立場であったことが

伺える。それから3年後の昭和51年11月21日に県家庭婦人大会が実現したが、実に参加

11団体のうち、新居浜は大多数にあたる10団体を数えた。内訳は山田、前田、山田前田、

ひまわり、住重婦人、の企業の婦人クラブと宮西、高津、垣生、泉川、角野の校区クラブで

あった。

昭和46年住友化学体育館において、当時全日本実業団女子優勝チーム「百十四銀行」を招

いて住友化学男子チームと交換試合が行われ、ハイレベルな実技を披露し、関心を引いた。

その他、昭和48年には新居浜南高が創部している。

(4)協会再編成（昭和51年）

この数年間に校区と家庭婦人の愛好者が飛躍的に伸びたため、時代は協会の組織化を要求

することになった。

それまでは､規約が明文化されておらず､協会役員は会長と事務局長の2名のみであり、そ

の2人を中心に当時の三大勢力である実業団の住友化学菊本、住友化学新居浜と新居浜高専

職員が大会やイベントのたびに協力し運営していたのである。

昭和51年4月21日、『新居浜市バドミントン協会規約』を定め、各校区．サークルの代表

者を理事に、また、普及活動に携わっていた指導者を常任理事に任命し、総務部､競技部､審

判部、指導部､財務部の五つの専門部に分け、運営に当たることになった。現在の協会同様、

会長、副会長、理事長、常任理事、理事のポストを作り再スタートを切ったのである。会長

には引き続き片上進、初代理事長には住友化学新居浜の福井久男が就任した。

(5)普及第二波（昭和52年～）

待望の市民体育館が昭和52年7月31日竣工した。 100円の入場料を払えば入館でき、気軽

にバドミントンを楽しめることから、市民体育館を利用する愛好者が増えてきた。実業団で

も校区サークルでもない一般サークル、家庭婦人サークルがこの期を境に次々と誕生してい

ったのである。 （例｡新居浜愛好会、双葉の前身の紫陽花）また、市民体育館を利用して家庭

婦人。小学生。中学生のバドミントン教室が開催されたのも普及に貢献した。

－21－



峯’

⑥ビッグイベント開催（昭和55年）

昭和45年から始まった普及第一波、第二波により、人口13万都市にしては十分過ぎるほ

ど底辺が拡大し、かつ協会組織も充実してきた。次なる目標は、全国大会の誘致であり、そ

れを契機にレベルアップに繋げていきたいというものである。市民体育館落成により施設面

でも大会を受け入れるだけの条件は整ってきた。

そして､待望の全国大会､第30回全日本実業団バドミントン選手権が新居浜市で開催され

た。団体戦に145団体、個人戦を合わせて706名の参加に及び、市民体育館、住友重機体育

館､住友化学体育館野3会場を使用し、レセプション等を含めれば6日間に及ぶビッグイベン

トであった。

この大会は､協会役員､実業団選手､家庭婦人､一般サークル、校区サークル、学生などす

べてのバドミントン愛好者が一丸となって運営に当たった。特に実業団出身の福井久男理事

長は1カ月間仕事を犠牲にして、毎日大会準備に尽力した。

その後､新居浜では日本リーグ、日中競技会、日韓競技会、西日本家庭婦人、全国中学校選

手権など次々とビッグイベントを開催していった。これらの大会の成功はバドミントン愛好

者が一丸となったからであることは間違いないが、瀧山一甫氏（現県バドミントン協会副会

長、県レデイース連盟会長）の存在も忘れてはならない。氏は学生時代関西学連で活躍し、

社会人時代もバドミントン業界で活躍するなど、以前よりバドミントン界に精通していた人

材で、中央とのパイプ役、イベントノウハウの提供などで貢献した。

ー

(7)昭和末期（昭和56年～昭和64年）

実業団が崩壊してからの新居浜は、県のトップ争いに加わることはほとんどなく、県選手
権の年代別で若干の活躍をするにとどまっていた。
ところが、昭和62年度の県選手権では松井哲（菊本同好会）が並み居る強豪凱雲手を撃破し
て、男子40歳代単を衝撃的に制し、複でも公文英治（菊本同好会）と組み、制したことは印
象的である。さらに翌年の昭和63年度国体予選複において、森川均･西原賢一（スマッシュ）
が決勝まで勝ち進んだ。同年の県選手権一般男子複でも、森川均・西原賢一と秋山亨・金浦
新吾（高専クラブ）が決勝まで進んだ。実に森川、西原、秋山の三人は新居浜勢であり、県
一般男子における新居浜勢同士の決勝は史上初の快挙であった。これらの結果は来たるべき
新居浜時代を予感させるものがあった。

また、双葉チームは全国家庭婦人大会の上位入賞を目指し、レベルアップを進めていた。

(8)平成時代（平成元年～現在）

組織編成以降14年間続いた福井理事長が平成元年度をもって辞任し、安藤守理事長が就任
した。既に普及が行き届いた新居浜にとって欲しいものは、やはり実績である。昭和末期の

新居浜勢の意外な活躍は､他のプレイヤーにも影響を与え、頂点を目指す選手が増えてきた。
また、着実に実力を付けてきた家庭婦人の双葉の活躍にも大きな期待がかかった。
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早速平成2年全国家庭婦人選手権クラブ対抗の部で双葉（監督：瀧山一甫選手：長井雪

子、秦由美子、伊藤トシ子、白石久代、佐々木恵子、松永幸恵、河村麗子、阿賀田仁美、

梶岡由美）が見事初優勝の吉報をもたらした。さらに双葉は、平成6年、平成10年、平成14

年と全国制覇を続けている。

県大会でも新居浜勢が次々と上位に名乗りをあげはじめ､、一般男子単、40歳代男子単で

は上位を占めるという現象も出てきた。例としては平成5年度国体予選成年男子単では日野

豊、河端裕二、田坂厚司（いずれもスマッシュ）の3名でベスト4を占めた。しばらく結果が

出せなかった一般女子の部でも、平成3年度社会人選手権で伊藤昌子(双葉)単複優勝､続く

平成4年、日野千秋（双葉）単複優勝と結果が出た。複のパートナーはいずれも須山好恵

(双葉）であった。また、平成6年度団体総合選手権でスマッシュ（浜中彰、日野豊、山田浩、

田坂厚司）が新居浜勢としては14年ぶりに優勝を飾り、さらに平成7年度も勝ち2連覇を

飾った。

四国大会でも次々と好成績をもたらしてきた。主なものに､安藤守(菊本同好会)平成2年

度四国社会人50歳代男子単複2冠、河端裕二（スマッシュ）平成5年度一般男子単準優勝、

山田裕子（パンドーラ）30歳代女子単二連覇、逸見寛二（西高教員)40歳代男子単二連覇、

大中康貴（スマッシュ）40歳代、浜中彰（ラケットショップ）四国実業団40歳代男子単三連

覇などである。

この時期はまた普及においても、小学生（ジュニア）が8校区まで増え、中学も川東中1校

から北中、東中が加わり、高校は工業、東高が加わるとなど成果が上がっている。普及と実

績と両面に及ぶこれらの成果は、新居浜時代と呼ぶに相応しい時期であった。

ところが、新居浜時代の真っ最中、不景気の波が襲ってきた。スポーツ界に影響が出はじ

めるのは時間の問題であった。また、各年代層への普及による多様化、愛好者の意識の変化

など今後の普及への問題点も出始めた。平成5年浜中彰（現新居浜市バドミントン協会

理事長）は、次世代の人材養成とサークル間の交流を念頭にリーグの設立に動き始めた。

そして、平成6年4月「新居浜リーグ」が立ち上がった。その後参加チームはゆるやかな

増加の一途を辿り平成14年現在11部66チームが加盟し、市内のさまざまな体育館で、対戦

が行なわれている。

平成10年4月大幅に人事が変わり、会長に福井久男氏、理事長に浜中彰氏が就任した。こ

れにより「ミスター＝スポーツマンシップ｣片上進氏が47年に及ぶ会長の任期を終え名誉会

長となった。一人から始まって新居浜に一大バドミントン王国を築き上げるまでの47年間

であった。その間、氏の熱弁は常にバドミントン愛好者の心に影響を与え続けた。片上氏の

精神は、後進の人たちに引き継がれていくことは間違いないだろう。
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S西条市バドミントン協会の歩み
西条市バドミントン協会理事長

小 橋 和 子

クラレ西条工場にバドミントン同好会が発足

市役所を中心としてバドミントンが普及した。

第1回西条市民親睦バドミントン冬季大会が市教育委員会主催で行われ、gO

昭和36年

昭和37年

昭和42年

人位の参加があった。

バドミントン普及活動、公民館主催のバドミントン教室を開催。

教室終了後に各地区にクラブが誕生した。

西条市バドミントン協会設立

第7回ユーバー杯チーム合宿（クラレ体育館）

第8回ユーバー杯チーム合宿（クラレ体育館）

第9回ユーバー杯チーム合宿（クラレ体育館）

第11回ユーバー杯チーム合宿（クラレ体育館）

西条市総合体育館完成

第13回ユーバー杯チーム合宿（クラレ体育館）

第1回全日本混合バドミントン選手権大会開催

昭和48年

昭和49年

昭和50年

昭和53年

昭和56年

昭和61年

平成2年

平成3年

歴 代 役 員

(1)会 長 (2)理事長
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蝋

氏 名 在任期 間

前川 城

尾崎康博

藤田光男

昭和49年～昭和50年

昭和51年～平成3年

平成4年 ～ 現 在

氏 名 在任期 間

横井虎男

谷口金夫

小橋幸雄

小橋和子

昭和49年～平成4年

平成5年～平成12年

平成13年～平成14年

平成15年～現 在



現在行われている大会

（1）西条市民親睦冬季バドミントン大会

（2）西条市民親睦夏季バドミントン大会

（3）西条市民総合体育大会バドミントン協技

（4） アキオスポーツ西条オープンバドミントン大会

（5）会長杯西条オープンバドミントン大会

（6） 四電杯西条オープンバドミントン大会

（7）年齢別西条オープンバドミントン大会

(昭和42年）

(昭和49年）

(昭和56年）

(昭和61年）

(平成6年）

(平成7年）

(平成10年）

昭和49年に西条市バドミントン協会が設立され、横井虎男、谷口金夫両氏のバドミントンに

対する情熱、技術の探求心が現在の西条市の隆盛をもたらしたものと考えます。

同時に昭和49年、西条農業高等学校（顧問池田節幸）にバドミントン部の創設、昭和54年

に西条高等学校にバドミントン部が創設され、昭和56年には顧問に逸見寛二氏が就任され、

又、ユーバー杯の合宿を4回もクラレ体育館に誘致された事により、西条市バドミントン愛好

者に対する技術向上と底辺拡大に大きな影響を与えたと思われます。

今後はジュニアの育成はもちろん、生涯スポーツとしてバドミントンの役割と競技スポーツ今後はジュニアの育成はもちろん、

の振興に努力する所存であります。

－25－
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